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目 | イス、タプを主体とした有用広葉樹用材林に誘導するため、既往の天然林の除伐を行い、その生長過程を 1目 1費

自勺把握し、今後の天然林施業の技術の確立を図る。
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制 識 及び除伐実施 施業区と対象区を設定し、施業区の除伐を実行したが、

現地の状況から判断し、タブ、イスの用材林分が期待され
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今後については、下記により調査・検討を行う

別紙のとおり

11、
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レ、芽かきを実施し効果を検討する「、厳量調査を実施する
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平歳言千
技 術 開 発 実 施 報 告

広葉樹天然林の保育について

2年度～

H6年度
大の柄国有林

163t灘棒 1ヽ班

1 除伐区、対照区の成長量調査による除伐効果
の検討。

プ騨卜(10m*!om) 除伐区2箇所 対照区1箇所

住 H3年疲業務研究発表

なお、同じ課題で設定していた試験地は下記理由に
より試験対象地から除外した。

1、 102と羽可班 、 11る羽可班
台風被害により試験地の立木が半倒木の状態

となっており、正常な試験結果が得られない。
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除伐区と対照区で、樹高の成長ではそれほど差が認められなかつたものの

根元径の肥大ではかなりの差が認められ、除伐効果が明らかとなつた。

発生別にぼう芽と実生を比較した結果、ぼう拗 方力怖 、根元径ともに

生育状況が良くなっていることから、今麦芽かきを実行し成育状況を把握

し、保育効財 明らかにする必要がある。
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除伐区、対照区の戌長量調査による除伐効果
の検討。

フ・騨卜(10が 10m) 除伐区増 所 対照区1箇所

実行結果のとりまとめ
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■    施業区と対照区で、樹高、根元径の成長に差が認められ、特に根元径

の肥大ではかなりの差が認められ、除伐効果が明らかとなつている。
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目
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イス、タフを主体とした有用広葉樹林に誘導するため、既往の天然林の除伐を行い
この成長過程をfEIEし 、今後の天然林施業の技術の確立をはかる。

結

　

　

果

施業区と対照区を比較すると、樹高、根元径の成長に差が
忍められ、特に根元径の肥大ではかなりの差が認められ除伐
痴 明ゞかとなっている。

実生とぼう芽を比較すると、ぼう芽の方が樹高、根元径と
しに生育状況が良くなっている。

技術開発経費内訳

<43>
<   >

櫂膠鞭鋼硼

工> 千円
72

猪 <43>72
(但し造椀嚢)

開発経過と機

カシ、シイ、イス、タブ、他L低質林分の天然広葉樹林をS60、 12伐採し、S62年度
瑠裂電新完了した4書瑠して,本体に試験地を設定した。

1`睡

(1)詢
(2)場所
(3)]罰陵
(4)試験地の区分

平成2年 8月
鹿腰贈林署、姉 わ卜163ほ4林/j弩圧
1.47H
施業区 0.8HA、 対照区0.67HAに 区分し、プロット
(10mX 10m)を 施業区に2箇所、対照区に1箇所設定した。

2.試験調査内容

21可蔓 ¨ ι料まう舅
"e綴

猛腱査
除伐 (施業区と対照区を設定し、施業区の除伐を実行)

成長量調査 (平均樹高及び根元径)

3年度 鹸 数及びぼう芽株数調査

6年度 有用広葉樹成長量調査 (平均樹高及び根元径)

評価及贈 藤

大隅地方における天然― において、同地方が、タブ、イス、カシ、シイ、クス等の生

目し、若齢天然林において、夏木等の低質広葉樹を早期に除伐し、生

い有用広葉樹林へ誘導する試験を行い、現時点において目的が達成できる一応の結果

得た。

普及指導としては、まず目的樹種を決定し的確な除伐等を実施すること。

目的樹種の決定に当たつては、前生樹の生育状況や周囲
―

帯の母樹の申 を

分考慮すること。
低質材αまう芽OIE盛な箇所や有用広葉樹の実生の多い箇所は更に除伐を行う。

有用広葉樹のほう芽箇所については芽かきの実施を検討する。

以上の事を勘案し普及指導を行う。

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形



1.は じめに

最近、天然更新が積極的に推進され、若齢天然林面積が増大している反面、広葉樹資源の減
少にともない、大隅地方においては将来、タブ、イス、カシ、シイ類の有用広葉樹の供給が期
待されている。

しかし、若齢天然林の生育状況は、有用広葉樹が落葉低質広葉樹 (夏木等)に被圧され生育
が不十分な状況にある。
もともと大隅地方は、タブ、イス、カシ、クス等の発生生育力Ⅶ盛であることから、早期か

ら除伐を行い有用広葉樹の生育を促進し、目的樹種を主体とした有用広葉樹林へ誘導するため
の施業技術体系を確立する試験を試みた。

2.試動 の概渓設定

(1)場所  鹿児島県鹿屋市高隈町大字重田
大箆柄固有林 163ほ 4林小班

(2)地況  標高 :430m  方位 :E  土壌型 :BD(d)
地質 :頁岩   土性 :壊土 堆積土 :葡項土

(3)林況  前生樹は、タブ、イス、カシ、シイ類の広葉樹天然林で、昭和60年 12月に
伐採し、昭和62年度天然完了した林分で4年生の天然林である。

3.試験の方法

(1)設定年月  平成2年 8月
(2)設定面積  1.47HA
(3)試験地の区分

除伐区0。 80HA、 対照区0.67HAに 区分し、プロット (10■ ×10m)を除伐区に
2箇所、対照区に1箇所設定した。

(4)設定区域
設定区域は既往の天然林箇所で、イス、タプを主体とした有用広葉樹林へ誘導可能な林
分とした。

4.調査方法

ぼう芽、実生の発生率調査
除伐を実行し有用広葉樹の本数及び成長量調査
各調査事項の施業区と対照区のlLC

調査結果

(1)設定時樹種別構成  円グラフ 表-1
(2)有用広葉樹発生別生育状況   表-2
(3)樹種別生育状況        表-3

設定時の樹種別構成を見ると、成長の早い夏木類が57%を占めている。

平成3年度調査の表-2からは、タブ、イス等の有用広葉樹が、除伐区において実生よりぼ
う芽の発生本数が多く、生育状況は、除伐区と対照区の比較においては、ぼう芽、実生ともに
除伐区の方が生育が良く、ぼう芽と実生の比較ではぼう芽の方が良い結果となっている。

＜

＜

＜

　

５

１

２

３



樹種別生育状況は、施業区と対照区の比較では、樹高、根元径ともに差が認められ、

F:階

はかなりの差力潮められ

器

の蘇 力期かとなった
特に根 表-3

6.まとめ

大隅地方における天燃更新跡地は、イス、タブ、カシ、シイ、クス等の発生生育が旺盛
なことから、天然更新完了後、目的有用広葉樹を決定し的確な除伐等を実行すれば、早期
に有用広葉樹林へ誘導できることが確認できた。

樹 種 構 成 (設 定 時 )

タブ

10.

イス
49 %

カシ類

1%

28%
シイ類
44%

夏木
570%

表-2

区分 タブ 値 木

嚇

対照区 との対比 %
5年度

4銅
3■日

2」

平期 断 盗

対朧 との対 LI‐ %
5J
4J
3J
2銅

有用広葉樹発生
=U生

育状況 (平成 3年度)

イスぼう茅

イス実生

ぼ う茅計

実 生 計

L篤

|五 ll:

]:::|〔 :

賀 1賀 1輌 IHI
よ躍

茅
li認 li:に

繰区
にl「

y 11翼 20 1 1,8001 23 1 79%

09 1    1    1 21%
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